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京都工芸繊維大学
Ⅶ そ の 他 １ 施設・設備に関する計画

中 期 計 画 年 度 計 画 実 績

施設・設備の内容 予定額（百万円） 財 源 施設・設備の内容 予定額（百万円） 財 源 施設・設備の内容 予定額（百万円） 財 源

小規模改修 総額 施設整備費補助金 ・２号館等耐震改 総額 施設整備費補助金 ・２号館 ６号館 総額 施設整備費補助金、 、

（ ）１６２ １６２ 修 ９０５ ８７８ ７号館および東１ ９０５ ８７８（ ） （ ）
・小規模改修 国立大学財務・経営セン 号館耐震改修 国立大学財務・経営セン

ター施設費交付金 ター施設費交付金

（ ） （ ）２７ ２７

、・寄宿舎(洛西寮)

１号館および大学

センターホール屋

上防水改修

（注１）金額については見込みであり、目標を達成す 注）金額については見込みであり、上記のほか、業務
るために必要な業務の実施状況等を勘案した施設・ の実施状況等を勘案した施設・設備の整備や老朽度
設備の整備や老朽度合い等を勘案した施設・設備の 合等を勘案した施設・設備の改修等が追加されるこ
改修等が追加されることもある。 ともあり得る。

(注２) 小規模改修について17年度以降は16年度同額
として試算している。

なお、各事業年度の施設整備費補助金、国立大学
財務・経営センター施設費交付金、長期借入金につ
いては、事業の進展等により所要額の変動が予想さ
れるため具体的な額については、各事業年度の予算
編成過程等において決定される。

○ 計画の実施状況等

平成１８年度補正予算で措置され、繰越が認められた耐震改修事業等の施設整備
費補助金により、２号館北棟の耐震および機能改修工事、６・７・東１号館の耐震
改修工事を実施した。また、国立大学財務・経営センター施設費交付金により、経
年により老朽化した洛西寮、１号館および大学センターホールの屋上防水改修を実
施し学習生活環境の改善を図った。
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京都工芸繊維大学
Ⅶ そ の 他 ２ 人事に関する計画

中 期 計 画 年 度 計 画 実 績

○教員は、引き続き人事基本方針及び大学方針に基づ ○教員については、年度計画に従い中・長期的視点に（１）方針
本学の人材を活用し、かつ、有能な人材を確保し く人事にするべく人事委員会で審議を行い、中・長 立ち計画的な人材配置を行った。

ていくことを基本として、柔軟な組織の構築等によ 期的視点に立った計画的な人材配置を遂行する。ま
り、機動的・流動的人材配置を実現するため、長期 た 学長裁量枠を活用した重点配置を継続して行う ○学長裁量枠を活用して、環境科学センター准教授１、 。
的かつ計画的な人員配置を遂行する。 ○事務職員は、公平・公正な人事評価を基に、個人の 名及び情報科学センター助教１を重点配置した。

能力、個性を考慮しつつ年齢・年功に捕らわれない（２）指針
、職員の適性配置を推進するとともに、評価制度等 積極的な若手登用を行う。 ○人事評価に基づき若手職員を積極的に登用したほか

を確立する。また、本学の戦略により職員の重点領 ○技術職員は 「高度技術支援センター」を基盤とし 新たに室長職を設置した。、
域への配置を図る。 て、引き続き技術能力を十分に発揮でき得る更なる

組織の活性化を図り、効果的かつ効率的業務支援シ ○高度技術支援センター所属の技術職員のマネジメン（参考）
中期目標期間中の人件費総額の見込 ステムを構築するとともに、次世代リーダーを育成 ト力の涵養のため、事務系組織への学内交流を引き

31,241百万円 し、確保に努める。 続き実施した。女性職員のリーダーへの育成に努め
（退職手当は除く） ○非常勤職員には、監督者による勤務成績等の評価に た。

基づき契約を更新する方法を取り入れ、勤務成績及
び能力によって、長期の雇用も可能とし、優れた人 ○非常勤職員の更新契約に勤務状況・成績による評価
材の確保に資する。 による方法を取り入れ、優秀な人材を確保した。

（参考１）平成19年度の常勤職員数 463人
また、任期付き職員数の見込みを20人と （実績１）平成19年度の常勤職員数 452人
する。 任期付き職員数 21人

（参考２）平成19年度の人件費総額見込み
4,834百万円（退職手当は除く） （実績２）平成19年度の人件費総額

4,606百万円（退職手当は除く）



 




